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情報掲示板Information

７月の鹿屋市地区別子牛のセリ市結果（売却のみ） 消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 138 411,333 696,000 290,000 256
去勢 206 497,922 720,000 203,000 289

吾平地区
めす 43 446,767 703,000 298,000 263
去勢 39 551,410 681,000 466,000 313

串良地区
めす 115 422,574 699,000 302,000 265
去勢 151 529,060 665,000 123,000 301

輝北地区
めす 61 447,284 824,000 297,000 276
去勢 76 525,366 653,000 340,000 305

③
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委

員
又
は
漁
業
協
同
組
合
若
し

く
は
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

の
役
員
で
あ
っ
て
、
そ
の
委

員
又
は
役
員
に
就
任
後
、①
・

②
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
た

め
選
挙
権
を
失
っ
た
人
（
そ

の
任
期
中
及
び
退
任
後
最
初

に
行
わ
れ
る
選
挙
に
限
る
）

●
申
請
期
限
＝
９
月
４
日（
火
）

※
申
請
書
の
必
要
な
人
は
、
鹿

屋
市
漁
業
協
同
組
合
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
又
は
高
須
出

張
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
４
２

平
成　

年
度
難
病
患
者
等

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
の
受
講
生
を
募
集

●
日
時
＝
９
月
６
日
（
木
）

　

９
時
30
分
〜
15
時
10
分

●
場
所
＝
国
立
病
院
機
構
南
九

州
病
院
研
修
棟
（
姶
良
郡
加

治
木
町
木
田
１
８
８
２
）

●
受
講
資
格
＝
訪
問
介
護
員
２

級
課
程
研
修
を
修
了
し
た
人

又
は
履
修
中
の
人

●
定
員
＝
50
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
受
講
料
＝
３
，
５
０
０
円

※
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代

　

１
，７
８
５
円
が
必
要
で
す
。

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

南
九
州
医
療
福
祉
研
究
会

　

☎
０
９
９
５
─62
─７
２
５
５

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で

す
　

気
温
の
高
い
日
が
続
く
と
、

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
を

守
っ
て
、
食
中
毒
を
出
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
中
毒
予
防
の
３
原
則

①
菌
を
つ
け
な
い
（
手
洗
い
、

食
材
・
調
理
器
具
の
洗
浄
消

毒
）

②
菌
を
増
や
さ
な
い
（
冷
蔵

《
10
℃
以
下
》、
冷
凍
《
マ
イ

ナ
ス
15
℃
以
下
》
保
存
）

③
菌
を
や
っ
つ
け
る
（
十
分
な

加
熱
《
75
℃
で
１
分
間
以

上
》）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４
─41
─２
１
１
０

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

平
成
19
年
度
の
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作

成
し
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
は
、
漁
業
に
従
事

し
て
い
る
人
の
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
選
挙
人
登
載
申
請
書
に

基
づ
い
て
作
成
し
、
平
成
20
年

執
行
予
定
の
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
選
挙
は
、
今
回
作
成

す
る
名
簿
に
よ
り
執
行
し
ま

す
。

　

資
格
を
有
す
る
人
は
、
鹿
屋

市
漁
業
協
同
組
合
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
又
は
高
須
出
張
所
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
格
を
有
す
る
人
＝
次
の
要

件
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住
所
又
は
事
業
所
を

有
す
る
人
で
、
１
年
間
に
90

日
以
上
漁
船
を
使
用
す
る
漁

業
を
営
む
人
又
は
漁
業
者
の

た
め
に
漁
船
を
使
用
し
て
行

う
水
産
動
植
物
の
採
捕
若
し

く
は
養
殖
に
従
事
す
る
人

（
法
人
を
含
む
）

②
知
事
の
権
限
に
よ
っ
て
①
の

該
当
者
の
範
囲
を
拡
張
さ
せ

ら
れ
た
人

お
知
ら
せ

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
課

　

☎
０
９
９
４
─43
─２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
５
８

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

〜
８
月
は
不
法
投
棄
撲
滅
強
化

月
間
〜

　

市
で
は
、
不
法
投
棄
を
な
く

す
た
め
に
様
々
な
不
法
投
棄
防

止
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
一
部
の
心
な
い
人
た
ち

に
よ
る
粗
大
ご
み
な
ど
の
不
法

投
棄
は
後
を
絶
た
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

不
法
投
棄
に
対
し
て
は
、
監

視
な
ど
に
よ
る
未
然
防
止
対
策

が
効
果
的
な
こ
と
か
ら
嘱
託
員

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
監
視

体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
旦
不
法
投
棄
が
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
の
拡
大
を
防

止
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
か

ら
、
不
法
投
棄
現
場
に
警
告
板

を
設
置
し
、
そ
の
不
法
投
棄
物

の
自
主
回
収
を
促
す
と
と
も
に

回
収
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当

該
土
地
の
管
理
者
が
撤
去
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
者
を
発
見
し
た
場

合
や
投
棄
者
が
特
定
で
き
そ
う

な
証
拠
物
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、

随
時
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
厳
し
く
対
処
し
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
監

視
な
ど
の
協
力
も
不
可
欠
で
す
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
活
環
境
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
１
５

ふ
る
さ
と
の
人
材
が
ふ
る

さ
と
で
活
躍
で
き
る
よ
う

に
　

県
で
は
、
県
内
企
業
の
人
材

確
保
を
図
る
た
め
、「
ふ
る
さ

と
人
材
相
談
室
」
を
鹿
児
島
・

東
京
・
大
阪
に
設
け
、
県
内
企

業
の
中
核
的
な
人
材
と
な
る
よ

う
な
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
を

対
象
と
し
た「
無
料
職
業
紹
介
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
人

材
相
談
室
」
に
登
録
し
て
い
た

だ
け
る
求
人
・
求
職
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
帰
省
の
際
な
ど

に
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ふ
る
さ
と
人
材
相
談
室

　

☎
０
１
２
０
─４
４
５
１
０
６

行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相

談
所
開
設

　

警
察
で
は
、
８
月
１
日
か
ら

31
日
ま
で
の
間
「
行
方
不
明
者

を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

○
長
い
間
音
信
が
な
く
、
連
絡

が
と
れ
な
い

○
家
出
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な

い
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、ぜ
ひ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
行
方
不
明

者
の
写
真
や
当
時
の
服
装
な
ど

の
資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
警
察
署

　

☎
０
９
９
４
─44
─０
１
１
０

交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入

は
お
済
み
で
す
か

　

市
町
村
交
通
災
害
共
済
制
度

は
、
交
通
事
故
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
人
を
救
済
す
る
た
め
に

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
が
行
っ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

い
つ
交
通
事
故
の
被
害
者
に

な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
だ

未
加
入
の
人
は
今
か
ら
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
万
が
一
に
備
え

る
た
め
に
も
交
通
災
害
共
済
へ

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
資
格
＝
鹿
屋
市
に
住
民

登
録
又
は
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人

●
共
済
期
間
＝
納
入
日
の
翌
日

か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日

●
共
済
掛
金

　

年
額
５
０
０
円
（
１
人
）

※
中
途
で
加
入
し
た
場
合
も
同

額
で
す
。

●
見
舞
金
額

　

死
亡
＝
見
舞
金
１
０
０
万
円

　

傷
害
＝
傷
害
の
程
度
に
よ
り

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
申
込
方
法
＝
平
成
19
年
度
加

入
申
込
書
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
加
入
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
。

※
指
定
の
金
融
機
関
等
で
納
付

※
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
る
と

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
違
反
に
よ
り
、
５
年

以
下
の
懲
役
か
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
、
場
合
に
よ
っ
て
は

そ
の
両
方
が
課
さ
れ
ま
す
。

下水道　水も地球も　リフレッシュ
～下水道で快適な生活環境を～

　市では、家庭から排出される雑排水や工場などで発生する汚水を汚水管を通じ、下水処理センターで処
理する公共下水道事業に取り組んでいます。また、９月 10日の「下水道の日」にあわせて、公共下水道
の普及とその活用・促進を目標に様々なＰＲ活動を行います。

●主な活動内容
◇小学生作品展示（市役所１階）
　９月６日（木）～ 12日（水）
◇街頭キャンペーン（サンキュー寿店）
　９月 10日（月）

　排水処理ができる区域の人で、公共下水道へ未接続の人は、
排水設備の設置をお願いします。また、くみ取便所使用の人は、
水洗便所への改造と下水道への接続をよろしくお願いします。
　なお、個人の既存住宅で供用開始３年以内であれば、排水設
備工事費の一部について補助金が受けられます。

●補助金額（住宅１棟当たり）
供 用 開 始 １年以内 ２年以内 ３年以内
くみ取便所 ８万円 ５万円 ３万円
浄　化　槽 ６万円 ３万円 １万円

※ 供用開始とは、公共下水道工事が終了し、下水道へ接続できるよ
うになったときのことです。

【問い合わせ】
　市下水道課　☎ 0994-31-1133

９月10日は「下水道の日」です

下水道への接続をお願いします
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